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ザーがなにがしかのニーズを持って

いることを前提にWebのサービス

は開発されてきたのである。

一方で、ユーザーの生活スタイ

ルも多様化してきており、「暇

つぶし」「余暇」の時間の使い

方も実にさまざまになってきた。

Yahoo! JAPANと吉本興業は、

この「余暇」の時間に、「Web

でお笑いを楽しむ」という新たな価値をユー

ザーに提供すべく、提携したのである。

　Yahoo!バラエティのメインコンテンツのひ

とつがライブ番組だ。毎日17時からヨシモト

∞ホールでの劇場ライブを、22時からは吉本

興業東京本部のスタジオから、25時からは大

阪MBSのラジオ番組を、いずれも生放送で配

信している 1 。佐藤氏は「生放送やYahoo!

バラエティ専用のコンテンツを制作してもらる

とまでは思っていなかった」と語る。

　テレビや紙媒体で成功体験を持つコンテン

ツホルダーの多くは、Webに対しては警戒感

が先に立つ。今回ここまで吉本興業が本腰

で取り組んでいる点について、「将来の収益

源、ノウハウをつくるために、出し惜しみをせ

ずにトライしているのではないか」と佐藤氏

はコメントする。一方のYahoo! JAPANも、「ま

ずは吉本興業とがっちり組んでビジネスの基

盤を固めたいと思う」と覚悟を決めている。

　ビジョンが共有できても、覚悟を共にでき

ない提携はうまくいかない。双方、これまで

のさまざまなチャレンジ、時には反省も経て、

相思相愛、時機到来ということであろう。

　現在の収益源は5つだという 2 。このうち

佐藤氏が「動画のマネタイズ手法のひとつに

なっていくと期待しているビジネスモデル」と

語るのがスポンサード動画である。

　これは「おもしろ動画『myzo』」 3 内の取

り組みだ。myzoは、アクセスすると自然と動

画が再生される。プレイヤー下のリストで別

の動画を再生することもできるが、動画を検索

する機能などはあえて用意されていない。あ

くまで「暇つぶし」なのである。個々の動画

は1分程度のものが多く、ひとつが終われば自

然と次の動画が再生されていく。

　再生中の動画に応じて、プレイヤー右に「関

連オススメ動画」が並ぶ。ユーザーは、自然

に動画を見ていく中で、興味を持った動画が

あると「関連オススメ動画」へいわば“脱線”

していくという仕掛けになっている。そして、

この動画の中に、スポンサード動画という広

告動画が紛れているのだ。

　たとえば、「生命保険とは？」というファイ

ナンシャルプランナーが生命保険について解

説する動画を見ていると、吉本芸人による「生

命保険コント」という動画がオススメされる
4 。これは、ライフネット生命の広告動画で

あり、コントの中でわかりやすく生命保険の

必要性を訴求している。あるいは、ボイスト

レーニングの動画を見ていると、タカラトミー

のカラオケ練習機の動画がオススメされると

　Yahoo! JAPANは、従 来 か ら「Yahoo!動

画」を、また本年4月には株式会社GyaOを

子会社化するなど、動画を主としたサービス

をほかにも手がけている。これらサービスに

もお笑い動画はあり、Yahoo!バラエティの狙

いが筆者にはよくわからないでいた。ところ

が、同社メディア事業統括本部メディアサー

ビス本部エンタテインメント企画部・佐藤崇

氏の話を聞いて氷解した。「これまでYahoo! 

JAPANはニーズに応えるサービスをつくって

きたが、余暇を楽しむサービスがありませんで

した。暇つぶしができるサービスをつくりた

かったのです。そこで、バラエティでいちばん

強い吉本興業と提携しました」。

　Yahoo! JAPANをはじめポータルサイトは、

ユーザーのニーズを満たすというアプローチで

サービスを企画、開発してきた。入力したキー

ワードについて記されたWebページを一覧する

「検索」、探している商品を販売する「ショッピ

ング」。具体化の程度はさまざまながら、ユー

ヤフー株式会社
http://variety.yahoo.co.jp/
Yahoo!バラエティのトップページ。同サイトでは、吉本興業と提携し、お笑い動画を配信してい
る。おもな制作は吉本興業が行い、Yahoo! JAPANは枠を提供。Yahoo! JAPAN、吉本興業共に
winwinなコンテンツモデルとなっている。

日本最大のWebメディアYahoo! JAPANと日本最大の芸能グループ・吉本興業は業務提携を行い、
本年3月31日「Yahoo!バラエティ」を開始した。両者の狙いは単なる「お笑い動画サイト」ではない。
取材を通じて、彼らが未来に見据えるもの、
Webコンテンツビジネス新たな使命、これらが見えてきた。
取材・文＝神田 忠（忠如庵　http://blog.chunyo.com/）

いった具合だ。

　佐藤氏は、「従来の動画サービスは見たい

動画を見るだけで終わっていた。myzoはテレ

ビのように放っておいても再生され、ユーザーは

興味を持った動画を見る流れの中で広告を体

験するのです」という。同部企画2チームの保

田歩氏は、このような広告は通常の動画広告よ

りも「視聴の質」が高いという。セールスの現

場においてもその点を重視しており、クライア

ントには広告動画が見られる直前には何を見て

いたかということもレポートしているという。

　保田氏はさらに、「たとえばテレビとWeb

を連動させた広告は、テレビで興味を持た

せ、Webで検索して、ランディングページで動

画によってさらに深いコミュニケーションを

するという流れでしたが、myzoは検索という

行動を省いてしまいます。おもしろ動画で興

味を発生させ、オススメ動画でコミュニケー

ションを取るのです」とmyzoの仕掛けを語

る。AISAS 5 を持ち出せば、気づかせ（A）、

興味を発生させる（I）ための何かが必要であ

る。myzoは、“ダラダラ”と暇つぶしに動画

を見ることで興味を発生させてしまうのであ

る。そしてあらためて検索（S）することもなく、

その延長に広告を自然と体験させる。

　今、佐藤氏が力を注いでいることを尋ねる

と、「芸人さんのトークやパワーといった価値

を、Web上でどう表現するのかという企画や

開発です」と答えた。芸人が登場し、芸を見

た客が笑う。現在のこの構造とは異なる「笑

い」が、Webにはあるのかもしれない。「Web

上でお笑いをどう表現するのか。まだだれも

できていないことです」と佐藤氏はいう 6 。

　ここにもまた、ニーズベースとは異なるサー

ビスをつくろうという決意が読み取れる。テレ

ビはこの50年、単に視聴者が見たい映像を配
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ライブ番組表
月曜から日曜まで毎日、生放送（一部録画）が配信され
ている

11

スポンサード動画の例
現在はキャンペーン期間につき、広告料金は 50 万円 /4
週間となっている

14 「お笑いスタジアム」では、芸人や一般ユーザーが振ったネ
タに対してユーザーが回答するリーグを運営している。イン
ターネットの双方向性を生かしたひとつの試みといえよう

16電通等に提唱された消費者の購買行動モデル「AISAS」。
従来の AIDMA に比べ Web ビジネスのマーケティングに
即しているとされる
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Yahoo!バラエティの収益源12

信し続けてきたわけではないだろう。自ら思考

して、ニーズを掘り起こし、文化をつくってきた。

Yahoo!バラエティは今この領域に歩み始めて

いる。その使命感があってこそ、吉本興業をこ

こまで本気にさせたと筆者は想像する。

　Webで「笑い」をどう表現するのか。「必

要なときに使うインターネットではなく、帰宅

したら見る、暇な時間に見る、そういう場所に

することがゴールです」（佐藤氏）。Yahoo! 

JAPANと吉本興業のチャレンジから今後も目

が離せない。

プロジェクトの効果と成功の秘訣
● Yahoo! JAPAN に今までなかった暇つぶし

のコンテンツをつくる
● 動画を活用した新たな収益源の確保

プロジェクトのミッション
● Yahoo! JAPANと吉本興業双方にメリット

がある
● スポンサード動画の開発

おもしろ動画「myzo」
プレイヤー下の動画が自動で再生され、再生中の動画に
関連したオススメ動画がプレイヤー右へ並ぶ
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（純）広告 バナー広告

インフォマーシャル 芸人が番組内で商品・製品を紹介

番組スポンサード
番組をスポンサード。動画再生プレイ
ヤーがクライアント仕様にカスタマイズ
される等

スポンサード動画 「おもしろ動画『myzo』」内の動画広告

有料コンテンツ
Yahoo!プレミアム会員はライブ番組の再放送
が視聴可能。月額980円で芸人のネタ動画な
どが見られる「よしもと見ホーダイ」も

Attention（注意）

Interest（関心）

Search（検索）

Action（行動）

Share（共有）

ATTENTION 01
Yahoo!バラエティ

新たなるコンテンツ・広告モデルの提案
「Yahoo!バラエティ」

Yahoo! JAPAN が狙う
暇つぶしの時間 365 日毎日生放送

よしもとの覚悟

動画サービスのマネタイズ

Webで「笑い」をどう表現するか

FOCUS-Webサイト特別編


